
≪歳入予算（単位：千円）≫

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

≪歳出予算（単位：千円）≫－費目別（部門別）

一般会計

　平成２０年度の当初予算が、去る３月２７日に名護市議会において可決されましたのでその概
要をお知らせいたします。
　平成２０年度の予算の状況について、一般会計当初予算規模は、前年度当初比１，３４１，０５７
千円増（５．３％増）の２６，３４８，３５６千円となりました。

平成20年度
一般会計

歳入
26,348,356千円

市税
5,201,777千円

(19.8%)

国県支出金
9,209,369千円

(35.0%)

地方債
1,743,959千円(6.6%)

財産収入
1,980,113千円(7.5%)
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土木費
5,259,387千円
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民生費
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(24.1%)

総務費
4,166,067千円
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教育費

2,974,801千円
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農林水産業費
1,548,272千円
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衛生費
2,124,234千円

(8.1%)

消防費
500,994千円(1.9%)

公債費
2,432,471千円

(9.2%)

その他の歳出
1,004,973千円(3.7%)
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　歳入については、北部振興事業等の普通建設事業費が増えたことにより前年度に引き続き国庫支出金が増と

なりました。また、市税については土地の評価見直しなどによる固定資産税の増、使用料・手数料については

産業支援センターの供用開始に伴う施設使用料の増となっています。なお、財政調整基金等からの繰入金は前

年度より大幅な減となっています。

　歳出について、まず費目別（部門別）に見てみると、商工費及び土木費においては北部振興事業等の普通

建設事業費の増が顕著であります。農林水産業における大幅減の要因は、運天原集落地域整備事業の事業期間

終了、また、国営土地改良事業地元負担金償還金が前年度に比べ少なくなったことによるものです。

地方交付税
5,759,629千円

(21.9%)



≪歳出予算（単位：千円）≫－性質別

　次に性質別に見てみます。

　義務的経費（使途が義務付けられ任意に削減できない経費）中、扶助費については、障害者自立支援に係る

訓練等支援費や私立保育所運営費、児童手当給付費等により増になっております。人件費の増については、

退職者の増加による退職手当組合負担金増の影響によるものです。

　投資的経費（道路や公園・学校など社会資本の整備や災害復旧等に係る経費で、将来に残るものに支出され

る経費）については、歳入でも述べたとおり、普通建設事業の影響により大幅増となりました。

　投資的経費中の主な事業として、以下のような事業が挙げられます。

　☆学校関連事業

　　安和小学校校舎改築事業、稲田小学校屋内運動場新増改築事業、屋部幼稚園園舎改築事業など

　☆農林水産関連事業

　　数久田地区用水対策事業、我部祖河むらづくり交付金事業、屋我地漁港海岸保全整備事業、市民農園整備

　　事業など

　☆道路・交通関連事業

　　古我知中線・志味屋線道路新設改良事業、為又１号線・大西線道路改築事業、辺野古地区市道整備事業、

　　大西線街路整備事業、山手線街路事業、外廓線街路新設改良事業など

　☆公営住宅関連事業

　　大浦市営住宅建設事業、天仁屋第二市営住宅建設事業、まちなか市営住宅建設事業など

　その他の経費中では、補助費等で、後期高齢者医療広域連合に係る負担金の影響で大幅増となっています。

物件費については、使用料及び賃借料などは削減したものの、市民会館維持補修、公園修繕費、予防接種医薬

材料費などにより増になっております。投資及び出資金は、新規経費の公営企業等金融機構設立出資金の発生

により、前年に比べて増となっております。

　以上が平成２０年度一般会計当初予算の概要になります。

　今後も引き続き、積極的な歳入の確保、徹底した歳出の見直し・削減を図り、職員一丸となって、市民の視

点に立った行財政運営を目指してまいります。
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後期高齢者医療特別会計

平成20年度当初

7,337,574

3,280,615

国民健康保険特別会計
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平成20年度
一般会計

歳出
26,348,356千円
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12,367,800千円
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人件費
5,033,114千円
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(25.0%)

普通建設事業費(補助)
6,324,242千円

(24.0%)
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